


欧
米
を
は
じ
め
日
本
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
市
場
経
済
化
の
動
き
を
受
け
て
、
社
会

の
分
断
が
生
じ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
社
会
の
軋あ
つ

轢れ
き

を
緩
和
し
て
い
く

た
め
に
も
、
社
会
の
将
来
を
担
う
多
様
な

人
び
と
が
行
政
に
積
極
的
に
参
加
し
、
組

織
の
枠
を
超
え
た
官
民
連
携
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
行
政
と
市
民
が
協
働
し
て

政
策
課
題
の
解
決
を
め
ざ
す
オ
ー
プ
ン
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
取
り
組
み
は
、
新
し
い
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
構
築
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
行

政
と
市
民
の
情
報
の
共
有
に
よ
っ
て
、
両

者
間
の
新
し
い
関
わ
り
や
連
携
の
場
を
ど

の
よ
う
に
構
築
で
き
る
の
か
。

わたしの構想―My Vision　No. 28　2017. 3

オ
ー
プ
ン

ガ
バ
ナ
ン
ス
の

時
代
へ



透
明
性
・
参
加
・
協
働
が
カ
ギ
と
な
る

　
「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
時
代
」
が
到
来
し
つ
つ
あ
る
。
本
特

集
で
は
、
研
究
者
や
政
策
を
推
進
す
る
中
央
官
庁
の
担
当
者
に
加
え
、

具
体
的
な
実
践
を
展
開
す
る
自
治
体
の
首
長
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組

織
）の
リ
ー
ダ
ー
の
意
見
を
集
め
て
い
る
。「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

を
た
ん
な
る
構
想
や
掛
け
声
に
終
わ
ら
せ
ず
、
具
体
的
に
社
会
実
装

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
そ
の
現
状
を
探
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　
「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
は
何
か
。
こ
の
言
葉
が
広
く
知
ら

れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
東
京
大
学
の
奥
村
裕
一
教
授
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
が
大
統
領
に
就
任
し
た
そ

の
初
日
に
示
し
た
三
つ
の
原
則
で
あ
る
。
オ
バ
マ
に
よ
れ
ば
、
政
府

に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
透
明
性
（transparency

）」、「
参
加

（participation

）」、
そ
し
て
「
協
働
（collaboration

）」
で
あ
る
。

こ
の
原
則
の
下
、
た
ん
に
政
府
の
情
報
が
公
開
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

利
用
可
能
な
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
民
自
ら
が
現

状
の
分
析
や
政
策
課
題
の
提
案
を
し
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
内
閣
官
房
の
犬
童
周
作
参
事
官
は
、
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、

「
官
民
デ
ー
タ
の
共
用
（
＝
共
有
・
活
用
）」
を
指
摘
し
て
い
る
。
背

企
画
に
当
た
って

現
代
民
主
主
義

に
と
っ
て

大
き
な

チ
ャ
レ
ン
ジ

景
に
あ
る
の
は
、
も
は
や
政
府
だ
け
の
力
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
中
央
と
地
方
、
政
府
と
民
間
の
壁
を
越

え
た
協
力
が
不
可
欠
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
ろ
う
。

民
主
主
義
の
深
化
に
向
け
て

　

こ
の
よ
う
な
「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
、
民
主
主
義
の
深
化

に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
政
治
参
加

と
い
う
場
合
、
主
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
は
選
挙
を
通
じ
た
、
主
権

者
と
し
て
の
意
思
表
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
現
状
の
分
析
や
政

策
課
題
の
提
案
は
、
政
党
や
行
政
の
役
割
と
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
側
か
ら
の
提
言
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
政
策
形

成
の
中
心
的
担
い
手
は
や
は
り
政
治
家
や
官
僚
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
発
想
で
は
、
市
民
が
選
挙
を

介
さ
ず
、
中
央
・
地
方
の
政
府
に
対
し
て
直
接
的
に
政
策
を
提
案
す

る
可
能
性
が
示
さ
れ
る
。「
透
明
性
」
と
い
う
場
合
も
、
た
ん
に
情

報
を
公
開
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
具
体
的
な
政
策
形
成
の
プ
ロ
セ
ス

や
、
そ
の
根
拠
付
け
自
体
を
透
明
化
す
る
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
行
政
の
側
に
と
っ
て
も
、
メ
リ
ッ
ト
を
も
つ
。
何

よ
り
、
な
ぜ
こ
の
政
策
が
必
要
な
の
か
、
そ
の
コ
ス
ト
と
メ
リ
ッ
ト

宇
野
重
規

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所 

教
授
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を
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
政
策
の
正
当
性
が
強
化
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
熊
谷
俊
人
千
葉
市
長
は
、
情
報
を
開
示
し
て
選
択
肢

を
示
す
こ
と
で
、
市
民
自
ら
が
「
経
営
者
」
と
し
て
の
感
覚
を
も
つ

よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
自
ら
の
経
験
に
基
づ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま

た
、
Ｉ
Ｔ
を
通
じ
て
市
民
か
ら
直
接
的
に
情
報
を
得
る
こ
と
で
、
業

務
の
効
率
化
や
簡
素
化
も
実
現
さ
れ
る
。
海
外
で
は
、
道
路
や
街
灯

の
故
障
を
市
民
か
ら
通
報
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
行
政
の
側
で
迅
速

な
対
応
が
可
能
と
な
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
熊
谷
市
長
が

「
ち
ば
レ
ポ
」
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
で
も
よ
う

や
く
こ
れ
を
実
行
す
る
自
治
体
が
出
て
き
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
が
、
自
動
的
に
市
民
の
政

治
参
加
を
促
す
わ
け
で
は
な
い
。
コ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の

関
治
之
代
表
理
事
は
、
行
政
と
民
間
の
壁
を
越
境
し
た
人
材
づ
く
り

を
提
唱
し
て
い
る
。
民
間
か
ら
Ｉ
Ｔ
人
材
を
起
用
し
、
市
民
の
間
に

お
け
る
Ｉ
Ｔ
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
市
民
自
ら
行
政
に
働
き
か
け

て
い
く
意
欲
と
知
識
を
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
材
が
あ
っ
て
こ
そ
、「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が

実
現
す
る
。
行
政
の
側
で
、
よ
り
質
の
高
い
情
報
や
デ
ー
タ
を
、
よ

り
使
い
や
す
い
形
で
市
民
に
提
供
し
、
市
民
の
側
で
も
政
府
を
「
自

分
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
コ
ス
ト
で
支
え
、
運
営
し
て
い
る
」
と
い

人材育成

まちづくり
課題解決

地域コミュニティー

自治体 市民

行政
データ共有

IT活用

オープンガバナンス
民主主義

起業家育成

民間企業
アプリ開発

情報公開
政策

行政サービス

オバマ前大統領
透明

参加 協働

ちばレポ
市民を経営者に

宇部方式

NIRA 作成
イラストレーター：堀川直子

※文字の大きさは、インタビューで
識者が使用した頻度を示している。

イメージ
「新しいガバナンスの構築について
５人の識者はどう考えているか」
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民
主
主
義
を
超
え
た
民
主
主
義
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う
な
「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に

よ
っ
て
日
本
社
会
に
共
通
す
る
社
会
的
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
、
現
代
民
主
主
義
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

う
意
識
を
も
つ
と
い
う
好
循
環
を
支
え
る
た
め
に
も
、
人
材
の
育
成

が
大
切
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
の
仕
方
が
一
様
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

と
く
に
自
治
体
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
、
歴
史
的
に
積

み
上
げ
て
き
た
取
り
組
み
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
過
去
か
ら
の
市
民

参
加
の
実
践
を
、
人
口
減
少
が
進
む
な
か
、
Ｉ
Ｔ
に
代
替
さ
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
は
代
替
さ
せ
、
そ
の
上
で
現
代
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
宇
部
市
の
久
保
田
后
子
市
長
は
、
県
立
医
大
の
疫
学
デ
ー
タ

を
基
盤
と
し
て
、「
産
・
官
・
学
・
民
」
で
ば
い
じ
ん
公
害
に
取
り

組
ん
だ
「
宇
部
方
式
」
の
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。「
オ
ー
プ
ン
ガ

バ
ナ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
前
か
ら
存
在
し
た
「
宇
部
方

式
」
を
、
新
た
な
Ｉ
Ｔ
技
術
に
よ
っ
て
現
代
的
に
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
、
災
害
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ

く
り
な
ど
は
す
べ
て
の
自
治
体
に
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
よ
っ
て
状
況
を
改
善

す
る
こ
と
が
可
能
な
課
題
で
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、「
オ
ー
プ
ン

ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
実
現
は
日
本
社
会
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
実
践
を
加
速
化
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
現
代
的
な
民
主
主
義
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
代
表
制

宇
野
重
規
（
う
の
・
し
げ
き
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
。
博

士
（
法
学
）（
東
京
大
学
）。
専
門
は
政
治
思
想
史
、
政
治
哲
学
。

行政と市民の
新しい連携の
場をどのように
構築できるか。
21世紀の
ガバナンスを
どのように
構想すべきか。

識者に問う

インタビュー実施：2016 年 11 月
インタビュー：川本茉莉（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）
編　集：新井公夫
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

識
者
に
問
う

行
政
と
市
民
の
新
し
い
連
携
の
場
を
ど
の
よ
う
に
構
築
で
き
る
か
。

21
世
紀
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
構
想
す
べ
き
か
。

今
の
内
外
情
勢
を
見
る
と
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
近
代
的
価
値
観
に
揺
ら

ぎ
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
流
れ

を
食
い
止
め
る
に
は
、
社
会
に
対
す
る
不
満
の

解
消
と
し
て
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
、
自
ら
責

任
あ
る
社
会
を
つ
く
り
上
げ
る
「
新
し
い
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
」に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

ま
ず
、
市
民
は
社
会
の
合
意
形
成
に
責
任
を

も
っ
て
関
わ
り
政
策
や
社
会
課
題
に
自
主
的
に

取
り
組
む
経
験
を
積
ん
で
公
共
の
大
切
さ
を
自

ら
の
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
時
に
行
政

を
よ
り
開
か
れ
た
も
の
に
し
、「
市
民
参
加
型

社
会
」
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
つ
ま
り
オ
ー
プ
ン

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
築
く
こ
と
だ
。
行
政
は
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
民
と
行
政

の
協
働
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
行
政

は
始
め
か
ら
完
璧
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
政
策
を

つ
く
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
「
プ

ロ
ト
タ
イ
プ
（
原
型
）」
を
示
し
、
利
用
す
る
人

び
と
の
反
応
を
よ
く
見
て
手
直
し
し
な
が
ら
完

成
に
近
づ
け
て
い
く
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
思
考
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
。
市
民
も
自
分

行
政
と
市
民
の
「
協
働
」
で
実
現
す
る

「
新
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

奥
村
裕
一

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院

客
員
教
授

た
ち
の
意
見
発
信
に
よ
り
、
政
策
が
よ
り
よ
く

な
っ
て
い
く
こ
と
が
実
感
で
き
れ
ば
、
主
体
的

に
地
域
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

「
市
民
も
変
わ
る
」「
行
政
も
変
わ
る
」
の
旗
印

の
も
と
、行
政
は
「
透
明
」
に
な
り
市
民
は
「
参

加
」
を
め
ざ
し
両
者
が
「
協
働
」
す
る
。
こ
の

三
つ
が
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
原
則
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
を
背
景
に
実
現
可
能
と
な
っ
た

「
新
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
〇
九
年
に
オ
バ
マ
前
ア
メ
リ
カ
大
統
領

が
示
し
た
「
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
覚
書
」
を

き
っ
か
け
に
、
こ
の
動
き
は
世
界
的
に
広
が
っ

た
。
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
メ
ン
ト
や
そ
の
一
部
の
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
は
行
政
発
の
色
彩
が
強
い
が
、

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
市
民
も
主
役
で
あ
る
。

日
本
で
も
全
国
で
二
五
九
の
自
治
体
が
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
に
取
り
組
み
、一
方
、牧
之
原
市
（
静

岡
県
）
の
よ
う
に
市
民
と
の
協
働
か
ら
入
っ
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
取
り
組
み
に
か
な

り
温
度
差
が
あ
る
の
が
実
情
だ
。
首
長
や
職
員

が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
熱
心
に
進
め
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
属
人
的
な
取
り

組
み
で
は
な
く
、
持
続
性
の
あ
る
仕
組
み
に
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
市
民
の
側
で
も
、

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
が
ア
プ
リ
の
開
発
な

ど
に
と
ど
ま
れ
ば
、
市
民
の
公
共
参
加
と
は
い

え
な
い
だ
ろ
う
。
デ
ー
タ
や
情
報
の
扱
い
に
た

け
て
い
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
、
地
域
の
課
題
解
決

に
目
覚
め
た
市
民
が
広
が
っ
て
連
携
す
る
こ
と

で
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
か
ら
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ

ン
ス
へ
発
展
で
き
る
。

奥
村
裕
一
（
お
く
む
ら
・
ひ
ろ
か
ず
）

東
京
大
学
公
共
政
策
大
学
院PadIT

主
催
の
市
民
参
加

型
地
域
課
題
解
決
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
の
運
営
を
率
い
る
。
東

京
大
学
教
養
学
部
卒
業
後
、
通
商
産
業
省
（
当
時
）
に

入
省
し
貿
易
経
済
協
力
局
長
等
を
歴
任
。
退
官
後
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
と
行
政
改
革
の
研
究
を
開
始
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

客
員
研
究
員
、
東
京
大
学
法
学
政
治
学
研
究
科
特
任
教

授
等
を
経
て
、
２
０
１
３
年
よ
り
現
職
。
著
書
に
『
科

学
技
術
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
（
政
治
空
間
の
変
容
と
政
策

革
新
６
）』〔
共
著
〕（
東
京
大
学
出
版
会
、２
０
０
８
年
）。

Daniel Lathrop, Laurel Ruma〔2010〕

Open Government
O’Reilly Media, Inc.
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

識
者
に
問
う

行
政
と
市
民
の
新
し
い
連
携
の
場
を
ど
の
よ
う
に
構
築
で
き
る
か
。

21
世
紀
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
構
想
す
べ
き
か
。

マ
ホ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
）
や
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）

の
普
及
が
社
会
変
革
を
も
た
ら
し

つ
つ
あ
る
。
変
革
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
官
民
デ

ー
タ
の
共
用
（
＝
共
有
・
活
用
）」
で
あ
る
。

　

人
や
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
り
、
個
人
、

企
業
等
が
情
報
の
発
信
や
収
集
・
分
析
等
を
容

易
に
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
多
種
多
様

な
デ
ー
タ
が
ネ
ッ
ト
上
を
流
通
す
る
時
代
に
は
、

「
単
独
の
デ
ー
タ
」
で
は
価
値
が
な
く
て
も
、

他
の
分
野
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
デ
ー
タ
の
組
み
合

わ
せ
」
に
よ
り
付
加
価
値
を
高
め
、
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
や
製
品
の
開
発
等
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

　

す
で
に
、
住
民
の
レ
セ
プ
ト
・
健
康
診
断
結

果
の
解
析
に
よ
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
、
災

害
時
に
お
け
る
自
治
体
や
住
民
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報

の
共
用
に
よ
る
救
助
や
生
活
支
援
、
自
動
運
転

技
術
の
開
発
に
向
け
た
複
数
の
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
３
Ｄ
道
路
地
図
の
作
成
等
、「
官
民
デ
ー
タ

の
共
用
」
の
事
例
が
出
始
め
て
い
る
。

　

わ
が
国
は
先
進
国
の
な
か
で
も
未み

曽ぞ

有う

の
ス

官
民
が
デ
ー
タ
を
共
用
、
協
働
し
て

諸
課
題
を
解
決

犬
童
周
作

内
閣
官
房
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

総
合
戦
略
室

内
閣
参
事
官
（
総
括
）

ピ
ー
ド
で
超
少
子
高
齢
社
会
に
突
入
し
つ
つ
あ

り
、
こ
れ
に
伴
う
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
効
率

的
か
つ
効
果
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

と
く
に
、
人
口
減
少
が
著
し
い
地
域
で
は
、

今
後
、
行
政
だ
け
で
地
域
の
諸
課
題
に
対
応
す

る
こ
と
は
困
難
に
な
る
た
め
、
行
政
と
住
民
、

自
治
会
、
地
元
企
業
等
が
デ
ー
タ
を
共
用
し
、

解
決
策
を
見
い
だ
す
、
官
民
協
働
の
仕
組
み
が

一
層
、必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。将
来
的
に
は
、
官

民
問
わ
ず
、
皆
が
協
力
し
て
公
共
的
な
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
社
会
に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
、
政
府
は
「
官
民
デ
ー
タ
の
共
用
」
を

促
進
す
る
た
め
、
個
人
等
の
権
利
利
益
の
保
護

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
政

府
や
自
治
体
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
促
進
や
、

い
わ
ゆ
る
情
報
銀
行
や
デ
ー
タ
取
引
市
場
の
検

討
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
政
府
や
自
治
体
で
は
、
行
政
の
透
明

性
の
向
上
や
住
民
等
の
行
政
参
加
を
促
す
観
点

か
ら
も
、
デ
ー
タ
等
の
明
確
な
根
拠
に
基
づ
く

政
策
立
案
（
エ
ビ
デ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
ト
・
ポ
リ

シ
ー
・
メ
ー
キ
ン
グ
）
が
基
本
的
な
方
向
と
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
企
業
も
デ
ー
タ
を
囲
い
込
む
の
で
は

な
く
、
業
界
の
垣
根
を
越
え
て
共
有
す
る
こ
と

が
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
開
発
や
、
防
災
や
健
康

医
療
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
価
値
の
向
上
に
つ

な
が
る
、
と
い
う
意
識
改
革
が
必
要
で
あ
る
。

　

二
〇
一
六
年
一
二
月
、「
官
民
デ
ー
タ
活
用

推
進
基
本
法
」が
成
立
し
た
。官
民
双
方
で
の
デ

ー
タ
の
共
用
を
後
押
し
し
、
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
さ
ら
な
る
推
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

犬
童
周
作
（
い
ん
ど
う
・
し
ゅ
う
さ
く
）

官
民
デ
ー
タ
の
共
有
・
活
用
に
よ
る
超
少
子
高
齢
社
会

に
お
け
る
課
題
解
決
型
モ
デ
ル
の
構
築
を
推
進
す
る
。

東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
郵
政
省
（
当
時
）
に
入
省
。

主
に
情
報
通
信
畑
を
歩
む
他
、
在
フ
ラ
ン
ス
日
本
国
大

使
館
一
等
書
記
官
、
総
務
大
臣
秘
書
官
、
国
土
交
通
省

道
路
利
用
調
整
室
長
等
を
経
て
、
２
０
１
４
年
よ
り
現

職
。
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
促
進
や
個
人
情
報
保
護
法
の

改
正
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
促
進
や
デ
ー
タ

流
通
環
境
の
整
備
を
担
当
し
た
後
、
現
在
は
総
括
担
当

と
し
て
Ｉ
Ｔ
戦
略
全
般
を
推
進
。

松元 崇〔2016〕

『「持たざる国」からの脱却
―日本経済は再生しうるか』

中公文庫
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

識
者
に
問
う

行
政
と
市
民
の
新
し
い
連
携
の
場
を
ど
の
よ
う
に
構
築
で
き
る
か
。

21
世
紀
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
構
想
す
べ
き
か
。

ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
×
Ｉ

Ｔ
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
地

域
で
活
動
す
る
人
び
と
に
Ｉ
Ｔ
活
用
と
い
う
新

し
い
見
方
を
提
供
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

各
地
域
で
の
Ｉ
Ｔ
活
用
を
推
進
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
や
、
企
業
の
Ｉ
Ｔ
人
材
を
自
治

体
へ
派
遣
す
る
「
越
境
人
材
づ
く
り
」
と
い
っ

た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

行
政
の
Ｉ
Ｔ
活
用
に
加
え
て
、
地
域
住
民
が

Ｉ
Ｔ
に
対
す
る
理
解
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
解

決
に
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
る
。
行
政
側
と
住

民
側
の
双
方
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。

東
日
本
大
震
災
直
後
に
Ｉ
Ｔ
を
使
っ
た
情
報
支

援
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
が
、
そ
の
と
き
に
、
行

政
の
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
疑
問
を
感
じ
、

い
ま
の
活
動
を
始
め
た
。

　

行
政
の
Ｉ
Ｔ
活
用
を
進
め
る
上
で
大
き
な
課

題
と
な
る
の
が
「
組
織
の
壁
」
だ
。
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
の
活
用
を
自
治
体
主
導
で
行
な
お
う
と

し
て
も
、
Ｉ
Ｔ
部
門
は
地
域
住
民
の
課
題
に
直

接
的
に
対
応
す
る
部
署
で
は
な
く
、
ニ
ー
ズ
か

自
治
体
は
民
間
Ｉ
Ｔ
人
材
の
活
用
で

「
組
織
の
壁
」
を
壊
せ
る

関 

治
之

一
般
社
団
法
人
コ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

代
表
理
事

ら
遠
い
た
め
シ
ス
テ
ム
を
現
場
に
落
と
し
込
む

戦
略
を
描
く
の
が
難
し
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

企
業
が
主
導
的
に
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
よ
う
と

す
る
と
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
き
で
、
地
域

不
在
に
な
り
が
ち
だ
。
わ
れ
わ
れ
が
実
施
し
て

い
る
「
越
境
人
材
づ
く
り
」
で
は
、
企
業
の
人

が
自
治
体
内
で
働
く
こ
と
で
、
自
治
体
と
企
業

双
方
に
新
し
い
見
方
を
も
た
ら
し
、
壁
を
壊
す

良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
で
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
進
め
て
い

く
と
き
に
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が
、「
デ

ー
タ
活
用
」「
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
活
用
」「
起
業

家
育
成
」
の
三
つ
で
あ
る
。
デ
ー
タ
を
き
ち
ん

と
活
用
し
て
政
策
を
つ
く
る
と
い
う
、
企
業
で

あ
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
を
自
治
体
で
も
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
各
自
治
体
が
別
々
に

ゼ
ロ
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
を
活
用
し
て
他
の
自
治
体
の

も
の
を
再
利
用
す
れ
ば
、
業
務
も
予
算
も
効
率

化
で
き
る
。
さ
ら
に
、
行
政
の
調
達
に
大
手
ベ

ン
ダ
ー
で
は
な
く
地
元
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が

参
画
で
き
る
よ
う
に
仕
組
み
を
変
え
る
。
三
つ

の
考
え
方
を
軸
に
、
地
域
に
持
続
可
能
な
ビ
ジ

ネ
ス
、
雇
用
が
生
ま
れ
れ
ば
、
地
域
の
自
立
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

関 

治
之
（
せ
き
・
は
る
ゆ
き
）

市
民
が
主
体
と
な
り
、
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
支
援
や
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活

用
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
を
創
発
す
る
活
動
を
支
援
し
て
い

く
コ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
の
設
立
者
。
Ｉ
Ｔ
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
経
て
２
０
０
９
年
にGeorepublic 

Japan

を
設
立
。
２
０
１
１
年
３
月
、
東
日
本
大
震
災

発
生
の
わ
ず
か
４
時
間
後
に
震
災
情
報
収
集
サ
イ
ト

「sinsai.info

」
を
立
ち
上
げ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
自
治
体
の
効
率
化
に
協
力
す
る
コ
ー
ド
・
フ
ォ

ー
・
ア
メ
リ
カ
の
活
動
に
触
発
さ
れ
、
２
０
１
３
年
に

コ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
、
代
表
理
事
を

務
め
る
。

山崎 亮〔2016〕

『縮充する日本
―「参加」が創り出す人口減少社会の希望』

PHP 新書
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

識
者
に
問
う

行
政
と
市
民
の
新
し
い
連
携
の
場
を
ど
の
よ
う
に
構
築
で
き
る
か
。

21
世
紀
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
構
想
す
べ
き
か
。

ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
、
政
策
を

決
め
る
選
択
肢
を
情
報
と
し
て
示

し
、
市
民
と
の
対
話
で
、
要
望
が

実
現
で
き
な
い
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
が
大
事

だ
。
政
策
の
選
択
過
程
が
見
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
市
民
は
「
経
営
者
」
の
よ
う
に
市
政
に
関

心
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
経
営
判
断
の
情
報
が

な
い
平
社
員
は
会
社
の
行
方
に
興
味
を
な
か
な

か
も
て
な
い
が
、
経
営
の
意
思
決
定
に
関
わ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
主
体
的
に
考
え
る
は
ず
で
あ
る
。

市
民
に
も
「
経
営
者
」
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
。

　

千
葉
市
の
「
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
は

小
学
三
年
生
ま
で
保
護
者
負
担
額
は
三
〇
〇
円

だ
が
、
そ
れ
を
無
料
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

が
出
た
。
し
か
し
、
そ
の
財
源
を
使
え
ば
、
対

象
を
六
年
生
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
、
保
護
者
負
担
を
五
〇
〇
円
に
引
き
上
げ

れ
ば
、
中
学
生
ま
で
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
う
し
た
情
報
を
示
す
と
、
多
く
の
方

が
負
担
額
を
引
き
上
げ
て
も
中
学
生
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
自
分
た
ち
の
税
金
の
使
い

市
民
を
「
経
営
者
」
に
す
る

―
政
策
の
選
択
肢
を
オ
ー
プ
ン
に

熊
谷
俊
人

千
葉
県
千
葉
市
長

道
と
そ
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
、
行
政
側
は
選
択

肢
と
そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
示
せ
ば
、

住
民
が
自
分
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
好
事

例
だ
。

　

た
だ
、
千
葉
市
の
よ
う
な
大
き
な
都
市
で
は
、

市
長
や
市
当
局
と
市
民
と
の
直
接
対
話
、
情
報

提
供
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ツ
イ
ッ
タ

ー
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
利
用
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。
市
民

が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
施
設
や
道
路
の
破
損
を
撮

影
、
ア
プ
リ
で
市
に
伝
え
る
こ
と
で
市
役
所
が
迅

速
に
対
応
で
き
る
「
ち
ば
レ
ポ
」
も
広
く
市
民

に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
れ
ば
、
市
役
所
の
業
務
も
大

幅
に
効
率
化
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
は
市
役
所
内

の
行
政
コ
ス
ト
し
か
算
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

市
民
や
事
業
者
側
の
手
間
や
コ
ス
ト
も
考
慮
す

べ
き
だ
。
千
葉
市
で
は
市
で
管
理
し
て
い
る
道
路

網
図
を
ネ
ッ
ト
で
す
べ
て
公
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、

事
業
者
が
役
所
へ
行
っ
た
り
問
い
合
わ
せ
を
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
。
私
は
こ
れ
を
市
民
や
事
業

者
に
「
時
間
を
返
す
」
行
革
と
呼
ん
で
進
め
て
い

る
。

熊
谷
俊
人
（
く
ま
が
い
・
と
し
ひ
と
）

周
回
遅
れ
と
い
わ
れ
て
い
た
千
葉
市
行
政
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
進
め
、
就
任
か
ら

４
年
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ま
で
押
し
上
げ
た
。
早
稲
田

大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
入
社
。
２
０
０
７
年
千
葉
市
議
会

議
員
選
挙
で
初
当
選
。
２
０
０
９
年
市
長
選
挙
で
初
当

選
し
、
政
令
指
定
都
市
と
し
て
は
歴
代
最
年
少
と
な
る

31
歳
の
若
さ
で
市
長
に
就
任
し
た
。
現
在
２
期
目
。
著

書
に
「
選
挙
っ
て
な
ん
だ
？
―
最
年
少
政
令
市
長
が
提

案
す
る
制
度
改
革
」（
ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
新
書
、

２
０
１
３
年
）
他
。

Shintaro Eguchi〔2013〕

「オープン化の先にある社会とは？
―熊谷俊人千葉市長が見据える未来の都市とガヴァメント」

『WIRED』
コンデナスト・ジャパン

オ
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識者が読者に 推薦する　　　冊1

識
者
に
問
う

行
政
と
市
民
の
新
し
い
連
携
の
場
を
ど
の
よ
う
に
構
築
で
き
る
か
。

21
世
紀
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
構
想
す
べ
き
か
。

部
市
は
山
口
県
内
で
い
ち
早
く
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
に
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
に
踏
み
切
っ
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
で
使
い
や

す
い
よ
う
に
、
観
光
や
地
域
資
源
、
健
康
福
祉
、

交
通
、
行
財
政
な
ど
三
一
種
類
（
二
〇
一
六
年

一
一
月
現
在
）
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
て
い
る
。

こ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
ご
み
収
集
の
確
認

ア
プ
リ
、
公
共
施
設
や
野
外
彫
刻
の
マ
ッ
プ
な

ど
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

健
康
づ
く
り
、
ご
み
の
減
量
な
ど
の
市
民
に

身
近
な
問
題
は
市
民
と
行
政
が
一
緒
に
取
り
組

む
と
解
決
し
や
す
い
。
行
政
が
市
民
に
わ
か
り

や
す
く
デ
ー
タ
を
公
開
し
、
市
民
と
課
題
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
行
政
の

質
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

　

宇
部
市
は
半
世
紀
以
上
も
前
に
、
山
口
県
立

医
科
大
学
（
現
山
口
大
学
医
学
部
）
の
疫
学
デ

ー
タ
を
基
に
「
産
・
官
・
学
・
民
」
の
協
働
で

ば
い
じ
ん
公
害
対
策
に
取
り
組
ん
だ
「
宇
部
方

式
」（
※
）
の
実
績
が
あ
る
。
市
民
も
防
じ
ん
の

オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
め
ざ
す

「
新
し
い
宇
部
方
式
」

久
保
田
后
子

山
口
県
宇
部
市
長

た
め
の
植
樹
に
取
り
組
み
、「
緑
化
運
動
」、「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」、
そ
し
て
「
宇
部
を
彫
刻
で

飾
る
運
動
」
へ
発
展
し
た
。
ま
だ
オ
ー
プ
ン
ガ

バ
ナ
ン
ス
と
い
う
言
葉
が
な
い
こ
ろ
か
ら
、
市

民
が
力
を
合
わ
せ
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と

い
う
「
宇
部
の
精こ

こ
ろ神

」
を
も
っ
て
い
た
。
こ
う

し
た
市
の
歴
史
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
市
民
と
デ

ー
タ
を
共
有
し
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
の

意
義
を
理
解
し
合
え
る
。

　

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
は
世
代
を
超
え
て
起
業
・
創

業
が
し
や
す
い
分
野
と
い
わ
れ
て
い
る
。
行
政

デ
ー
タ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
新
た
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
、
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
い
。
市
内
に
は
山
口

大
学
工
学
部
や
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
が
あ

り
、
技
術
系
の
学
生
が
多
く
い
る
が
、
卒
業
と

と
も
に
市
外
・
県
外
に
就
職
し
て
し
ま
い
、
若

者
の
流
出
が
続
い
て
い
る
。
デ
ー
タ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
よ
る
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の
振
興
は
、
そ

の
歯
止
め
に
な
る
と
考
え
る
。

　

産
官
学
民
な
ど
の
多
様
な
主
体
が
参
加
で
き

る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
、
デ
ー
タ
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

推
進
に
よ
り
、
魅
力
あ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

と
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
産
業
の
創
出
へ
つ
な

げ
る
。
そ
れ
が
宇
部
市
の
め
ざ
す
「
新
し
い
宇

部
方
式
」
で
あ
る
。

久
保
田
后
子
（
く
ぼ
た
・
き
み
こ
）

空
港
や
特
定
機
能
病
院
な
ど
の
地
域
資
源
、
半
世
紀
以

上
続
く
野
外
彫
刻
展
や
全
園
生
息
環
境
展
示
の
動
物
園

な
ど
の
観
光
資
源
を
生
か
し
、
地
域
産
業
の
振
興
と
幅

広
い
世
代
の
人
材
の
誘
致
に
よ
り
持
続
可
能
な
発
展
を

め
ざ
す
。
宇
部
市
に
根
付
く
「
共
存
同
栄
・
協
同
一
致
」

の
精
神
と
、
公
共
デ
ー
タ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、

地
域
課
題
解
決
と
魅
力
創
造
に
つ
な
げ
「
新
し
い
宇
部

方
式
」
に
よ
る
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
卒
業
後
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に

て
１
年
間
学
ぶ
。
帰
国
後
、
宇
部
市
へ
Ｉ
タ
ー
ン
し
、

宇
部
市
議
を
４
年
、
山
口
県
議
を
10
年
務
め
る
。

２
０
０
９
年
市
長
選
挙
で
初
当
選
。
現
在
２
期
目
。

※
宇
部
方
式

　

宇
部
市
の
石
炭
は
灰
分
が
多
く
、
工
場
は
多
量
の
ば
い
じ
ん

を
排
出
し
て
い
た
。
一
九
四
九
年
か
ら
山
口
県
立
医
科
大
学
が

疫
学
デ
ー
タ
を
収
集
、
そ
れ
を
基
に
企
業
、
行
政
が
対
策
を
取

る
だ
け
で
な
く
、
市
民
も
防
じ
ん
の
た
め
街
路
樹
を
植
え
る
な

ど
し
て
参
加
。
一
九
九
七
年
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）

か
ら
「
グ
ロ
ー
バ
ル
五
〇
〇
賞
」
を
授
与
さ
れ
た
。

野瀬善勝〔2000〕

『エコロジカルな地域づくり 宇部方式
―公害追放と生活習慣病予防の決め手』

近代文芸社

宇
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お知らせ

● NIRA 総研のWEBサイトで、詳しい内容をご紹介しています。
http://www.nira.or.jp/omnibus5/my-vision1/index.html

●ご購入はお近くの書店、またはネット書店にご注文ください。
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